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本研究は、世界最高レベルの超伝導磁束量子回路に関する要素技術を結合・

発展させ、画期的に低消費電力の超高速 100GHz プロセッサーを実現する計

画である。 
本研究では、重要な要素技術であるマトリクスメモリに新技術が提案され新

規性が認められており、応募者の高い技術力に支えられた本計画は目標を達成

できる可能性も高い。 
また、半導体集積回路の限界を越えた高速化や低電力化に加え、極限高速動

作状態における量子限界の議論も期待でき、工学・理学の両面で新しい展開が

期待できる。 

 


